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は じ め に
私はこれまで４回にわたり, ６篇の研究ノートによってムラトーリの膨大














を憤激させた ｢語り口の素朴さ, 狡猾で庶民らしい, いくらか粗野で露骨な
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用いている版は, 従来通り, Opere di Muratori, 1790 Venezia の Vol.XVI-
XLII (全27巻) で, 本論ではオットー一世のイタリア南下に関係する, 950
年前後の事件を扱った Tomo XIII 巻の始めから, 叙任権闘争が幕を閉じる





３. 叙任権闘争, 特に ｢カノッサの屈辱｣ をムラトーリはどう描いたか｡
第一章 イタリアにおけるドイツ皇帝権の成立
ヴィーコのような例外を除くと, たとえばマキアヴェッリからクローチェ































































の敵だったこの君主は, 戦いによる大事業, 宗教への愛とその普及, 正義へ
の情熱, その他の輝かしい美徳のために, 正当にもシャルルマーニュに続い

















た｡ 気宇が雄大で, (日本でならとっくにかかっているはずだが) 今でもま
だかかっていない, シチリアと本土を結ぶ橋をかけようと計画している, と
いう噂が流れていた｡ 983年の12月, オットーはまだ30歳になるかならない























は元にままにしておいた｡ この (発掘という) 行いは教会規律に反していた｡
そこでシャルルマーニュがオットーの前に現れて, 彼が世継ぎを得ずに死ぬ
だろうと予言した, という噂が流れた｡ この時代の歴史はこうした類いの夢
や幻に満ちている｡ 当時はすべてが信用され, 少なからぬ人が, そうした珍
事をでっち上げた (Id., p. 306)｣ とコメントしているが, 現代でもありえな
いとは言えない｡ 999年に祖母アデライデら頼りにしていた人々を相次いで
失ったオットーは, イタリアで反乱に遭い, 何とか耐え凌いだものの, ドイ
ツで反皇帝の陰謀が進む中, 1002年にスポレートへの旅の途中で急死した｡
発疹チフス説と, 毒殺説があり, ムラトーリは後者を否定して, ｢そのいと
も高貴なる気質, 精神と知における素晴らしい素質について, ドイツの古い












エリマンノ (ヘルマン) も, ｢この年の10月の始めに彼の足元に身を投げて,















できなかった｡ 悪徳にも満ちていた｡ (中略) それに当時イタリアには, 遠
いドイツ王の下にいる方が, 自分の利害にとって有利であると信じている者



















































































票を買って法王の位に上った (tomo.XIV, p.3)｣ と明記され, 1033年にその
ヨハネスの後を継いだベネディクス九世も, ｢この法王は教会史において不
評である (Id.p.50)｡ …… (バローニオは法王選出の際の君主の干渉を非難
していたが) この選出においてはいかなる君主も手を出していない｡ 金銭こ






























































む南イタリアの権利を認め, 同じ年法王は死去｡ ムラトーリは, ｢神は奇跡
によってこの法王の聖性を証明した｡ 彼は少ししか生きず, しかもそれはと
ても腐敗した時代だったが, しかし大事業を行い, 行動や熱意において, 神
















年ハインリッヒは, 39歳の若さで熱病にかかり, ｢死ぬ前に皆を許し, 不当
に奪ったものを返し, 全員に許しを求め (Id., p. 201)｣, 当時皇帝を訪問中
だった法王に, まだ６歳の息子ハインリッヒ四世の保護を求めて死去した,
とされている｡ ムラトーリは ｢ハインリッヒのあまりにも早すぎる死と, 彼
の息子の王が幼すぎたことがイタリアにおいても, ドイツにおいても大きな




















し（Id., p. 211), またアグネスがドイツからイルデブランドをローマに帰国
































































































































で辛うじて逃れることができた｡ 続く76年は ｢とりわけ忌まわしい年 (Id.,



































悔悟の真の印を示すならば (Id., p. 347)｣ という条件で許す｡ ｢そこで当時
大評判になり, 続く何世紀もそうなるあの場面が続く｡ ハインリッヒは当時
三重の城壁を有していたあの砦の第二の城壁の中に入ることを許された｡ そ
こで皆と別れ, 王である印を何もつけず, 羊の毛の衣を着て, はだしのまま,
度外れた寒さが地上をおおっていた時, 一日, そしてもう一日, さらに三日

































を守り, また法王が ｢神の助けと聖ピエトロの加護を信じて, 炎の上に十字

































も忘恩な (Id., p. 410)｣ ローマ市民の不実を非難したマラテッラの詩を長々
と引用している｡ 他方念願の戴冠式を終えたハインリッヒは, ドイツへの帰
路, 味方の軍勢を集めてモデナ領内に送り込み, マティルダへの報復を企て





た｡ ムラトーリは, ｢生前彼には無数の反対者がいた｡ 今日にも少なからぬ
反対者がいる｡ 確かなことは, 彼に向けられた誹謗は, 彼が常におくった非
の打ち所のない生活と教会の規律の清潔さを求める熱意によって明白に否定
されている｣ と絶賛しているが, さらにそれに続けて ｢この賞賛すべき目的
のために彼によって用いられた手段が, すべて賞賛に価するものかどうかは,
私が教会の首長たちに寄せている敬意と, 決定を下したいという私の決意が
乏しいために, 検討しない方がよさそうである (Id., p. 416)｣ という, 思わ




























れた, と記されている｡ (ただしこの結婚には肉体関係が伴わず, 1095年に




























けた無数のキリスト教徒が東方に向かった｡ かれらはフランス, ドイツ, イ
ギリスのありとあらゆるならず者や悪漢から成り立っていて, さらに無数の
売春婦が彼らに同行した｡ (中略) 彼らがドイツで発揚した最初の武勲とは,




































法廷に出頭して, 彼の多くの悪徳と, 教会に与えた長期の苦しみと, 彼の気
まぐれと教会分裂への頑固な意志のために流されたキリスト教徒の大量の血











































駆られて (Id., p. 127)｣, わざわざモデナ領内の砦を訪問し, 歓迎されて三
日間も滞在し, 二人は通訳抜きでドイツ語で話し, ハインリッヒはマティル







勇気と英知の多くの行動に輝いたこの女君主は, ７月24日 (中略) ついによ








ムラトーリは一応この法王をも, ｢とても敬虔で, 賢明で, 最高に混乱した
時代に, 慎重さと慈愛と優しさとで統制することができた最高の法王で, 囚
われの身にあった時あれ以上に対処できなかったとしても, 弁護に価する

































らに各地を訪問した｡ ムラトーリは翌21年の項を, ｢我々はこの年が, 驚く
べき活動力と英知の法王カリストゥス二世にとって勝利の年であることを見
いだす｡ また彼は非の打ち所がなかった｡ というのは, 法王位を (中略) あ
らゆる不都合から解放するために, 他のあらゆる美点とともに, 生まれの高
























































えると, １. でも記したとおりムラトーリの作品は, 一応良い線を行ってい
る｡ しかしその一方で彼は, たとえば堀米が熱心に論及している, シモニア
によって聖職についた神父が行った秘蹟を無効だと主張した, グレゴリウス
の勇み足とも言える ｢ドナティスト異端｣ の問題や, フリシュが丹念に解明
している, フランスの聖職者らが構築した皇帝権と法王権の妥協策などにつ
いては, 前者には全く触れず, 後者についてもごくわずかしか触れていない｡
要するにこの闘争の理論的側面に関しては, シモニア (聖職売買) とニコラ
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On the descriptions of the age
of German Emperors and
the Investiture Disputes in the ’
Yoshiaki YONEYAMA
Following my six previous notes on the Annali d’Italia of L.A. Muratori, I
introduce the parts which cover the initial age of the rule of German Emperors
in Italy, and especially describe the Investiture Disputes. In this note I want at
least to pursue three themes, as follows:
1.How was the rule of German Emperors established in Italy?
And how did Muratori estimate each Emperor?
2.How was the prestige of the Papacy recovered from the depths with the help
of the German Emperors, especially Henry III?
3.How did Muratori describe the Investiture Disputes?
As the result of pursuing these three themes, we encounter some interesting
facts. First of all, the rule of the German Emperors was not so stable or reliable
as is generally believed. Soon after the death of Otto III, Ardoino was elected as
the king of the Italians by the Italian lords. But Ardoino was too barbarous to be
supported as a king. Muratori preferred the German king Henry II to Ardoino.
He never showed any influence of national preferences. As for the recovery
of the Papacy, Muratori frankly recognized the merit of the German Emperors,
especially Henry III.
But as for the Investiture Disputes, Muratori unilaterally took the side of
Gregorius VII and Matilde against Henry IV. But also in this case, his liking for
Gregorius and Matilde was based not on nationalist sentiment but on moral
judgement and personal taste. For him, Gregorius and especially Matilde were
more practical and realistic than for us. Exceptionally, Muratori sometimes
showed too much grief for kings who died too young, but except for such cases,
he usually liked mature, practical, and realistic kings or lords. As a conclusion,
ムラトーリ 『イタリア年代記』 におけるドイツ皇帝時代の始まりと叙任権闘争
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we can offer the following three points:
1.In this part, as in the parts I dealt with before, Muratori always describes the
history based on the writings of chroniclers contemporary, or nearly so to the
events.
2.Muratori showed little interest in the theoretical side of the Investiture
Dispute.
3.From the descriptions of this part, we can infer Muratori’s personal tastes re-
garding the characters as shown above.
